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日本人は時間にルーズだった

1872年(明治5年)の10月、東京の新

橋と横浜の間に日本初の鉄道が開業

されました。ちょうど150年のメモリ

アルイヤーを今年迎えています。そ

んな節目を迎えた日本の鉄道といい

ますと時間ピッタリの定刻運行で知

られていますが、そんな鉄道の開業

と日本人の時間の感覚には密接な関

係がありました。

今や世界に誇る日本の定時運行、

実は最初からそうだったわけではな

く、明治初期の日本人は信じられな

いほど時間にルーズで外国人を呆れ

させるほどでした。こういったルー

ズさの原因は時刻の制度にありまし

た。鉄道が開業した明治5年まで日本

が使っていたのは"不提示法"で、昼

と夜をそれぞれ6等分したというもの

で、その6分の1の時間も季節によっ

て変わっていたので当時の日本人は

とてもゆったりとアバウトな時間の

中で生きていました。現在私たちが

使っている1日24時間の定時法を使っ

ていた外国人からは日本人がとても

ルーズに見えたのです。

鉄道の開業に合わせて1日24時間の

定時法を日本も導入することになり、

それに合わせて時刻表も作られたの

ですが、そもそも当時の日本人には

身近に時計もなかったので、正確な

時刻を知る方法がありませんでした。

そこで明治政府は時間の教育をスパ

ルタで行いました。例えば鉄道の場

合、乗りたい人は発車の15分前まで

に停車場に来なさいと市民に通知し

ましたが、それでも遅れる人がいた

為、発車の5分前に駅の門を閉めてし

まいました。

こうした政府の時間教育は鉄道以

外の場所でも行われ、学校では授業

開始の10分前に校門を閉め切ること

が全国統一のルールとして採用され

ました。また、当時国が運営してい

た官営工場では午前7時30分が始業時

間でしたが、労働者は6時30分までに

到着しないと減給、出社が7時を過ぎ

たら帰らされました。

このような時間教育で定時運行を

手にしていった日本の鉄道ですが、

開業から150年が経った今年、スマー

トフォンの普及でJRの一部の駅では

構内の時計を撤去しようという動き

が広まっているそうです。
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特殊鋼豆知識

④拡散焼きなまし

鋳込んだままの鋼塊は合金成分が

鋼中に均一に分布してしていません

(鋼塊偏析)。このような鋼塊を直接

圧延したり鍛造しても偏析は完全に

消えず製品まで残ります。偏析が残

存していると同一製品内で局部的に

機械的性質が異なるなどの不具合が

生じてしまうため、あらかじめこれ

を均一化することが必要になります。

このため鋼塊または鋼片の段階で鋼

を1100～1300℃に長時間保持を行い

ます。この熱処理を拡散焼きなまし

またはソーキングと呼んでいます。

高温長時間の保持により合金成分

は鋼中に拡散され均一化されます。

合金成分の拡散速度は元素によって

異なります。Cは比較的早く、Ni、Mn、

Moなどは極めて遅くなります。従っ

て保持時間はこれらの成分の含有量

によってかなり異なりますが、径25m

m当たり約1時間程度が採用されてい

ます。


